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(57)【要約】
　無線モデムのフロント・エンド・パーティションを実
装すること。無線通信装置は、信号を処理するように構
成されたＷＬ－ＡＮモデムの第１の部分を含む第１のチ
ップとＷＬＡＮモデムの第２の部分を含む第２のチップ
を含む、無線ローカルエリアネットワーク、ＷＬＡＮ、
モデムを含む。無線通信装置は広域ネットワーク、ＷＡ
Ｎ、モデムをさらに含む。無線通信装置は、第１の部分
によって処理された信号を結合するように構成された結
合回路と結合された信号を第２のチップとＷＡＮモデム
に送信するように構成された送信線をさらに含む。無線
通信装置は、ＷＬＡＮモデムとＷＡＮモデムの間の干渉
を除去するように構成された干渉除去サーキトリを含む
データモデムをさらに含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　複数の信号を処理するように構成された無線ローカルエリアネットワークモデムの第
１の部分を含む第１のチップと、および、
　　前記無線ローカルエリアネットワークモデムの第２の部分を含む第２のチップと、
　を含む前記無線ローカルエリアネットワークモデムと、
　広域ネットワークモデムと、
　前記無線ローカルエリアネットワークモデムの前記第１の部分によって処理された前記
複数の信号を結合するように構成された結合回路と、
　前記第２のチップおよび前記広域ネットワークモデムに前記結合された複数の信号を送
信するように構成された送信線と、および、
　前記無線ローカルエリアネットワークモデムおよび前記広域ネットワークモデムの間の
干渉を除去するように構成された干渉除去サーキトリを含むデータモデムと、
　を備える、無線通信装置。
【請求項２】
　前記無線ローカルエリアネットワークモデムの前記第１の部分は、アンテナ、電力増幅
器、表面弾性波フィルタ、および、低ノイズ増幅器のうちの少なくとも１つを含む、請求
項１に記載の無線通信装置。
【請求項３】
　前記送信線によって送信された前記結合された複数の信号は、ベースバンド信号に変換
されていない無線周波数信号を含む、請求項２に記載の無線通信装置。
【請求項４】
前記無線ローカルエリアネットワークの前記第１のチップおよび前記第２のチップは、距
離によって物理的に分離される、請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項５】
　前記無線ローカルエリアネットワークモデムの前記第２の部分は、低ノイズ増幅器、ミ
キサ、シンセサイザ、フィルタ、電圧制御発振器および局部発振器分配器のうちの少なく
とも１つを含む、請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項６】
　前記第１のチップは、前記結合回路を含む、請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項７】
　前記結合回路は、個々の周波数に前記複数の信号をフィルタリングするように構成され
る、請求項６に記載の無線通信装置。
【請求項８】
　前記個々の周波数は、２．４ＧＨｚ、５ＧＨｚおよびグローバル測位システム周波数を
含む、請求項７に記載の無線通信装置。
【請求項９】
　前記結合回路は、ダイプレクサおよびトライプレクサのうちの少なくとも１つを含む、
請求項７に記載の無線通信装置。
【請求項１０】
　前記データモデムは、無線ローカルエリアネットワークベースバンドプロセッサおよび
広域ネットワークベースバンドプロセッサをさらに含む、請求項１に記載の無線通信装置
。
【請求項１１】
　無線通信装置において実施される方法であって、
　　前記方法は、
　　無線ローカルエリアネットワークモデムで複数の信号を受信し、および第１のチップ
上に含まれる前記無線ローカルエリアネットワークモデムの第１の部分を用いて前記複数
の信号を処理することと、
　　前記無線ローカルエリアネットワークモデムの前記第１の部分を用いて処理された前
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記複数の信号を結合することと、
　　前記無線ローカルエリアネットワークモデムの第２の部分を含む第２のチップに送信
線を介して前記結合された複数の信号のうちの少なくとも１つを送信することと、
　　広域ネットワークモデムに前記送信線を介して前記結合された複数の信号のうちの少
なくとも第２の１つを送信することと、および、
　　前記無線ローカルエリアネットワークモデムおよび前記広域ネットワークモデムの間
の干渉を除去することと、
　　を備える、
　方法。
【請求項１２】
　前記無線ローカルエリアネットワークモデムの前記第１の部分は、アンテナ、電力増幅
器、表面弾性波フィルタ、および、低ノイズ増幅器のうちの少なくとも１つを含む、請求
項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記送信線を介して送信された前記結合された複数の信号は、ベースバンド信号に変換
されていない無線周波数信号を含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記無線ローカルエリアネットワークの前記第１のチップおよび前記第２のチップは、
距離によって物理的に分離される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記無線ローカルエリアネットワークモデムの前記第２の部分は、低ノイズ増幅器、ミ
キサ、シンセサイザ、フィルタ、電圧制御発振器および局部発振器分配器のうちの少なく
とも１つを含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第１のチップは、前記無線ローカルエリアネットワークモデムの前記第１の部分を
用いて処理された前記複数の信号を結合するように構成された結合回路を含む、請求項１
１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記結合回路を用いて個々の周波数に前記複数の信号をフィルタリングすることをさら
に備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記個々の周波数は、２．４ＧＨｚ、５ＧＨｚおよびグローバル測位システム周波数を
含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記結合回路は、ダイプレクサおよびトライプレクサのうちの少なくとも１つを含む、
請求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　データモデムは、前記無線ローカルエリアネットワークモデムおよび前記広域ネットワ
ークモデムの間の前記干渉を除去するように構成され、前記データモデムは、無線ローカ
ルエリアネットワークベースバンドプロセッサおよび広域ネットワークベースバンドプロ
セッサを含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項２１】
　　複数の信号を処理するように構成された無線ローカルエリアネットワークモデムの第
１の部分を含む第１のチップと、および、
　　前記無線ローカルエリアネットワークモデムの第２の部分を含む第２のチップと、
　を含む前記無線ローカルエリアネットワークモデムと、
　広域ネットワークモデムと、
　前記無線ローカルエリアネットワークモデムの前記第１の部分を用いて処理された前記
複数の信号を結合するための手段と、
　　前記無線ローカルエリアネットワークモデムの第２の部分を含む第２のチップに前記
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結合された複数の信号のうちの少なくとも１つと、および、
　　広域ネットワークモデムに前記結合された複数の信号のうちの少なくとも第２の１つ
と、
　を送信するための手段と、および、
　前記無線ローカルエリアネットワークモデムおよび前記広域ネットワークモデムの間の
干渉を除去するための手段と、
　を備える、無線通信装置。
【請求項２２】
　前記無線ローカルエリアネットワークモデムの前記第１の部分は、アンテナ、電力増幅
器、表面弾性波フィルタ、および、低ノイズ増幅器のうちの少なくとも１つを含む、請求
項２１に記載の無線通信装置。
【請求項２３】
　前記送信線を介して送信された前記結合された複数の信号は、ベースバンド信号に変換
されていない無線周波数信号を含む、請求項２２に記載の無線通信装置。
【請求項２４】
　前記無線ローカルエリアネットワークの前記第１のチップおよび前記第２のチップは、
距離によって物理的に分離される、請求項２１に記載の無線通信装置。
【請求項２５】
　前記無線ローカルエリアネットワークモデムの前記第２の部分は、低ノイズ増幅器、ミ
キサ、シンセサイザ、フィルタ、電圧制御発振器および局部発振器分配器のうちの少なく
とも１つを含む、請求項２１に記載の無線通信装置。
【請求項２６】
　前記第１のチップは、前記結合するための手段を含む、請求項２１に記載の無線通信装
置。
【請求項２７】
　前記結合するための手段は、前記結合回路を用いて個々の周波数に前記複数の信号をフ
ィルタリングするように構成される、請求項２６に記載の無線通信装置。
【請求項２８】
　前記個々の周波数は、２．４ＧＨｚ、５ＧＨｚおよびグローバル測位システム周波数を
含む、請求項２７に記載の無線通信装置。
【請求項２９】
　前記結合するための手段は、ダイプレクサおよびトライプレクサのうちの少なくとも１
つを含む、請求項２７に記載の無線通信装置。
【請求項３０】
　　コンピュータによって実行される時、無線ローカルエリアネットワークモデムにおい
て複数の信号を受信することと、および、第１のチップ上に含まれた前記無線ローカルエ
リアネットワークモデムの第１の部分を用いて前記複数の信号を処理することとを、前記
コンピュータに行わせるコードと、
　　コンピュータによって実行される時、前記無線ローカルエリアネットワークモデムの
前記第１の部分を用いて処理された前記複数の信号を結合することを、前記コンピュータ
に行わせるコードと、
　　コンピュータによって実行される時、前記無線ローカルエリアネットワークモデムの
第２の部分を含む第２のチップに送信線を介して前記結合された複数の信号のうちの少な
くとも１つを送信することを、前記コンピュータに行わせるコードと、
　　コンピュータによって実行される時、広域ネットワークモデムに前記送信線を介して
前記結合された複数の信号のうちの少なくとも第２の１つを送信することを、前記コンピ
ュータに行わせるコードと、および、
　　コンピュータによって実行される時、前記無線ローカルエリアネットワークモデムお
よび前記広域ネットワークモデムの間の干渉を除去することを、前記コンピュータに行わ
せるコードと、
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　を備える、コンピュータ可読媒体、
　を備える、コンピュータ・プログラム・プロダクト。
【請求項３１】
　　前記無線ローカルエリアネットワークモデムの前記第１の部分は、アンテナ、電力増
幅器、表面弾性波フィルタ、および、低ノイズ増幅器のうちの少なくとも１つを含む、請
求項３０に記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
【請求項３２】
　前記送信線を介して送信された前記結合された複数の信号は、ベースバンド信号に変換
されていない無線周波数信号を含む、請求項３１に記載のコンピュータ・プログラム・プ
ロダクト。
【請求項３３】
　前記無線ローカルエリアネットワークの前記第１のチップおよび前記第２のチップは、
距離によって物理的に分離される、請求項３０に記載のコンピュータ・プログラム・プロ
ダクト。
【請求項３４】
　　前記無線ローカルエリアネットワークモデムの前記第２の部分は、低ノイズ増幅器、
ミキサ、シンセサイザ、フィルタ、電圧制御発振器および局部発振器分配器のうちの少な
くとも１つを含む、請求項３０に記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
【請求項３５】
　前記第１のチップは、前記無線ローカルエリアネットワークモデムの前記第１の部分を
用いて処理された前記複数の信号を結合するように構成された結合回路を含む、請求項３
０に記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
【請求項３６】
　前記コンピュータ可読媒体は、前記コンピュータによって実行される時、前記結合回路
を用いて個々の周波数に前記複数の信号をフィルタリングすることを、前記コンピュータ
に行わせるコードをさらに備える、請求項３５に記載のコンピュータ・プログラム・プロ
ダクト。
【請求項３７】
　　前記個々の周波数は、２．４ＧＨｚ、５ＧＨｚおよびグローバル測位システム周波数
を含む、請求項３６に記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
【請求項３８】
　前記結合回路は、ダイプレクサおよびトライプレクサのうちの少なくとも１つを含む、
請求項３６に記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]本願の実施例は一般的に、無線通信に関し、さらに具体的には無線モデムのフロ
ント・エンド・パーティション(front-end partition)を提供することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]無線通信システムは、音声、データのような様々なタイプの通信コンテンツを提
供するために広く用いられる。典型的な無線通信システムとは、使用可能なシステムリソ
ースを共有することによって複数のユーザとの通信を支援することが可能な多元接続シス
テムであり得る。こういった多元接続システムの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）シ
ステム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システ
ム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムなどを含み得る。さらに、このシス
テムは、第３世代パートナーショッププロジェクト（３ＧＰＰ）、３ＧＰＰ２、３ＧＰＰ
ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）、ＬＴＥアドバンス（ＬＴＥ－Ａ）などの仕様
書に準拠し得る。
【０００３】
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　[0003]一般的に、無線多元接続通信システムは複数のモバイルデバイスのための通信を
同時にサポートし得る。各モバイルデバイスは、フォワードおよびリバースリンク上での
送信を介して１つまたは複数の基地局との通信を行い得る。フォワードリンク（またはダ
ウンリンク）は基地局からモバイルデバイスまでの通信リンクのことを指しおよびリバー
スリンク（またはアップリンク）はモバイルデバイスから基地局までの通信リンクを指す
。
【０００４】
　[0004]モバイルデバイスは、複数の無線接続技術を使用する通信をサポートし得る。異
なる無線接続技術は、モバイルデバイスが異なる無線接続技術をサポートする異なる領域
を通って移動する際に通信によってもたらされるサービスの範囲を拡張するために用いら
れ得る。さらに、異なる無線接続技術は、無線通信アクティビティの様々な異なる形式に
従事することをユーザに可能にするために用いられ得る。例えば、モバイルデバイスは、
無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、およ
び／または広域ネットワーク（ＷＡＮ）のような技術を利用する無線を使用する通信をサ
ポートし得る。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]添付の請求項の範囲内のシステム、方法およびデバイスの種々の実施例は各々様
々な観点を有する。いくつかの実施例において、これらの観点の全てまたはいくつかは実
施例の利点および特徴を有効にしおよび提供し得る。添付の請求項の範囲を限定すること
なく、いくつかの主要な特徴がここで説明される。
【０００６】
　[0006]本開示で説明された主題の１つまたは複数の実施例の詳細は、下記で添付の図面
および詳細な説明において説明される。他の特徴、観点および利点は、説明、図面、およ
び請求項から明らかであるだろう。下記の図面の寸法は正確な縮尺率ではないことが留意
されるべきである。
【０００７】
　[0007]本開示で説明される主題のうちの１つの実施例は、無線通信装置を提供する。無
線通信装置は、複数の信号を処理するように構成された無線ローカルエリアネットワーク
モデムの第１の部分を含む第１のチップと、無線ローカルエリアネットワークモデムの第
２の部分を含む第２のチップを含む。無線通信装置は、広域ネットワークモデムをさらに
含む。無線通信装置は、無線ローカルエリアネットワークモデムの第１の部分によって処
理された複数の信号を結合するように構成された結合回路と第２のチップおよび広域ネッ
トワークモデムに結合された複数の信号を送信するように構成された送信線をさらに含む
。無線通信装置は、無線ローカルエリアネットワークモデムおよび広域ネットワークモデ
ムの間の干渉を除去するように構成された干渉除去サーキトリ（circuitry）を含むデー
タモデムをさらに含む。
【０００８】
　[0008]本開示で説明される主題の別の観点は、無線通信装置で実施される方法の実装を
提供する。該方法は、無線ローカルエリアネットワークモデムで複数の信号を受信するこ
とと、および第１のチップ上に含まれる無線ローカルエリアネットワークモデムの第１の
部分を用いて複数の信号を処理することを含む。該方法は、無線ローカルエリアネットワ
ークモデムの第１の部分を用いて処理された複数の信号を結合することと、送信線を介し
て無線ローカルエリアネットワークモデムの第２の部分を含む第２のチップに結合された
複数の信号のうちの少なくとも１つを送信することと、および送信線を介して広域ネット
ワークモデムに結合された複数の信号のうちの少なくとも第２の１つを送信することをさ
らに含む。該方法は、無線ローカルエリアネットワークモデムおよび広域ネットワークモ
デムの間の干渉を除去することをさらに含む。
【０００９】
　[0009]本開示で説明される主題のさらに別の観点は、無線通信装置を提供する。無線通
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信装置は、複数の信号を処理するように構成された無線ローカルエリアネットワークモデ
ムの第１の部分を含む第１のチップと、無線ローカルエリアネットワークモデムの第２の
部分を含む第２のチップを含む無線ローカルエリアネットワークモデムを含む。無線通信
装置は、広域ネットワークモデムをさらに含む。無線通信装置は、無線ローカルエリアネ
ットワークモデムの第１の部分を用いて処理された複数の信号を結合するための手段と、
無線ローカルエリアネットワークモデムの第２の部分を含む第２のチップに結合された複
数の信号のうちの少なくとも１つを送信するための手段と、広域ネットワークモデムに結
合された複数の信号のうちの少なくとも第２の１つを送信するための手段をさらに含む。
無線通信装置は、無線ローカルエリアネットワークモデムおよび広域ネットワークモデム
の間の干渉を除去するための手段をさらに含む。
【００１０】
　[0010]本開示で説明される主題の別の観点は、コンピュータ・プログラム・プロダクト
を提供する。コンピュータ・プログラム・プロダクトは、コンピュータ可読媒体を含む。
コンピュータ可読媒体は、コンピュータによって実行される時、無線ローカルエリアネッ
トワークモデムにおいて複数の信号を受信することとおよび第１のチップ上に含まれた無
線ローカルエリアネットワークモデムの第１の部分を用いて複数の信号を処理することを
コンピュータに行わせるコードを含む。コンピュータ可読媒体は、コンピュータによって
実行される時、無線ローカルエリアネットワークモデムの第１の部分を用いて処理された
複数の信号を結合することをコンピュータに行わせるコードをさらに含む。コンピュータ
可読媒体は、コンピュータによって実行される時、無線ローカルエリアネットワークモデ
ムの第２の部分を含む第２のチップに送信線を介して結合された複数の信号のうちの少な
くとも１つを送信することをコンピュータに行わせるコードをさらに含む。コンピュータ
可読媒体は、コンピュータによって実行される時、広域ネットワークモデムに送信線を介
して結合された複数の信号のうちの少なくとも第２の１つを送信することをコンピュータ
に行わせるコードをさらに含む。コンピュータ可読媒体は、コンピュータによって実行さ
れる時、無線ローカルエリアネットワークモデムおよび広域ネットワークモデムの間の干
渉を除去することをコンピュータに行わせるコードをさらに含む。
【００１１】
　[0011]他の観点、特徴および実施例は、添付の図面と併せて下記の特定の例示的な実施
例の説明を精査すると当業者にとって明らかになるだろう。特徴は、下記で、ある実施例
と図面に関連して論じられ得るが、全ての実施例は、ここで論じられた有利な特徴のうち
の１つまたは複数を含み得る。換言すると、１つまたは複数の実施例は、ある有利な特徴
を有するように論じられ得るが、こういった特徴のうちの１つまたは複数はまた、ここで
論じられた発明の様々な実施例にしたがって用いられ得る。同様の方法で、例示的な実施
例は、下記でデバイス、システム、または方法の実施例として論じられ得るが、こういっ
た例示的な実施例は様々なデバイス、システムおよび方法において実施され得ることが理
解されるはずである。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】[0012]　図１は、いくつかの実施例にしたがった無線通信システムの簡略化され
た図の例を示す。
【図２】[0013]　図２は、いくつかの実施例にしたがって無線通信ネットワークで動作す
る例示的なモバイルデバイスの機能ブロック図の例を示す。
【図３】[0014]　図３は、図１および２の無線通信システム内で用いられ得る無線デバイ
スで利用され得る様々な構成部品を示す。
【図４】[0015]　図４は、いくつかの実施例にしたがって図３に示されたアクセス端末の
実施例のフロアプランの例を示す。
【図５】[0016]　図５は、いくつかの実施例にしたがって無線通信システム内で用いられ
得るアクセス端末の例示的なプリント基板の概略図を示す。
【図６】[0017]　図６は、いくつかの実施例にしたがって無線通信装置によって実施され
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る例示的な方法の実施の流れ図である。
【図７】[0018]　図７は、いくつかの実施例にしたがって無線通信システム内で用いられ
得る例示的な無線通信装置の機能ブロック図である。
【００１３】
　[0019]慣習にしたがって、図面に示された様々な特徴は正確な縮尺率ではない。したが
って、様々な特徴の寸法は、明瞭のために任意に拡大または縮小され得る。さらに、図面
のうちのいくつかは、既定のシステム、方法、またはデバイスの全ての構成部品を表して
いるわけではない。同じ参照番号は、明細書および図面を通して同じ特徴を表すために用
いられ得る。
【詳細な説明】
【００１４】
　[0020]添付された特許請求の範囲内の実施例の種々の観点が下記で説明される。ここで
説明された観点は、多種多様な形式で実施され得およびここで説明されたいずれか特定の
構造および／または機能は単に例示であることが明らかなはずである。本開示に基づいて
、当業者は、ここで説明された観点が任意の他の観点から独立して実施され得およびこれ
らの観点のうちの２つ以上が様々な方法に組み込まれ得ることを理解するはずである。例
えば、ここで説明された観点または実施例の任意の数を用いて装置が実装され得、または
方法は実施され得る。さらに、ここで説明された観点または実施例のうちの１つまたは複
数に加えてまたはそれ以外の他の構造および／または機能を用いてこういった装置は実装
され得および／またはこういった方法は実施され得る。
【００１５】
　[0021]用語「例示的な」は、「例、実例、または図解としての役割を果たすことを」を
意味するためにここで用いられる。「例示的な」とここに記載された任意の実施例は必ず
しも他の実施例よりも好適であるあるいは利点があると解釈されるものではない。下記の
詳細な説明は、本発明を行うまたは用いることを当業者に可能にするために提示される。
詳細は、説明の目的で次の詳細な説明において説明される。発明がこれらの具体的な詳細
を用いずとも実施され得ることを当業者が認めるだろうことは理解されるはずである。他
の例において、周知の構造および処理は、不必要な詳細によって発明の説明を曖昧にしな
いために詳述されることはない。したがって、本発明は、示された実施例によって限定さ
れることを意図するものではないが、ここに開示された原則および特徴に一致する最も広
い範囲に適合するはずである。
【００１６】
　[0022]相互に干渉することなくモバイルデバイスにおいて同時に作動することを複数の
無線に可能にするということで、共存はモバイルデバイスにおいて重要な特徴である。例
えば、モバイルデバイスのユーザはＷｉｆｉ周波数帯域近くの周波数帯域で動作する電話
の呼び出しを行い、またＷｉｆｉデータを同時に受信し得る。共存は、干渉無く同時に異
なる無線接続技術（例えば、ＷＡＮ、ＷＬＡＮ、Ｗｉｆｉ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、ＦＭ無
線など）を用いる多くの無線から最適に受信および送信することをユーザに可能にする。
異なる無線接続技術を用いて動作する無線間で優れた共存を保持するために、アンテナは
、ある無線の送信機が別の無線の受信機を感度低下(desense)しないように優れた遮断性
を持つべきである。
【００１７】
　[0023]第２の無線接続技術を実装するモデムのままで同じダイまたはチップへの第１の
無線接続技術を用いるベースバンドモデムの一体化は、干渉除去技術を用いる各無線接続
技術に関する異なる無線の間でより好適な共存緩和(coexistence mitigation)および干渉
除去技術を考慮する。しかし、下記でより詳細に説明されるように、性能を低下させるま
たは余分な挿入損失が原因で性能を低下させるより複雑なフロントエンドフィルタをもた
らす無線接続技術間の様々な干渉メカニズムが存在し得る。したがって、異なるモデムを
一体化することと関連する制約を克服するモバイルデバイスのために設計されたフロント
・エンド・パーティションを含むプリント基板（ＰＣＢ）を含むシステムおよび方法がこ
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こで説明される。
【００１８】
　[0024]ここで説明された技術は、こういった符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワー
ク、時間分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネッ
トワーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、および単一キャリアＦＤＭＡ（Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ）ネットワークなどのような様々な無線通信ネットワークのために用いられ
得る。用語「ネットワーク」および「システム」は、しばしば置換可能に用いられる。Ｃ
ＤＭＡネットワークは、地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）、ｃｄｍａ２０００、などの無線
技術を実施し得る。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））および低
チップレート（ＬＣＲ）を含む。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およ
びＩＳ－８５６の標準を含み得る。ＴＤＭＡネットワークは、モバイル通信（ＧＳＭ（登
録商標））のためのグローバルシステムのような無線技術を実施し得る。ＯＦＤＭＡネッ
トワークは、進化型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１、ＩＥＥＥ８０２
．１６、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭＡ等、のような無線技術を実装し
得る。ＵＴＲＡ、Ｅ-ＵＴＲＡ、およびＧＳＭはユニバーサル・モバイル・テレコミュニ
ケーション・システム（ＵＭＴＳ）の一部である。長期発展（ＬＴＥ）は、Ｅ－ＵＴＲＡ
を使用するＵＭＴＳのリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＧＳＭ、ＵＭＴＳ、お
よびＬＴＥは、「第３世代パートナーシップ・プロジェクト」（３ＧＰＰ）という名の機
構からの文献に記載されている。ｃｄｍａ２０００およびＥＶ－ＤＯの標準は、「第３世
代パートナーシップ・プロジェクト２」（３ＧＰＰ２）という名の機構からの文献に記載
される。これらの様々な無線技術および標準は、当技術分野において周知である。
【００１９】
　[0025]単一搬送波変調と周波数領域等化を利用する単一搬送波周波数分割多元接続（Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ）は無線通信システムにおいて用いられる技術の１つである。ＳＣ－ＦＤＭ
Ａは、ＯＦＤＭＡシステムと類似の性能および本質的に全体に同じ複雑さを有する。ＳＣ
－ＦＤＭＡ信号は、それ固有の単一搬送波構造のためより低いピーク対平均電力比率（Ｐ
ＡＰＲ）を有する。ＳＣ－ＦＤＭＡは、より低いＰＡＰＲが送信電力効率の観点からモバ
イル端末に多大な利益を与えるアップリンク通信において使用するために特に有益であり
得る。例えば、ＳＣ－ＦＤＭＡは、ＬＴＥネットワークにおけるアップリンク多元接続方
式のためのオプションとして採用されている。
【００２０】
　[0026]図１は、いくつかの実施例にしたがった例示的な無線通信ネットワーク１００を
示す。無線通信ネットワーク１００は、複数のユーザの間の通信をサポートするように構
成される。無線通信ネットワーク１００は、例えば、セル１０２ａ－１０２ｇのような１
つまたは複数のセル１０２に分割され得る。セル１０２ａ－１０２ｇにおける通信カバレ
ッジは、例えばノード１０４ａ－１０４ｇのような１つまたは複数のノード１０４（例え
ば、基地局、アクセスポイントなど）によって提供され得る。各ノード１０４は、対応す
るセル１０２に通信カバレッジを提供し得る。ノード１０４は、例えばＡＴ１０６ａ－１
０６ｌのような複数のアクセス端末（ＡＴ）と相互に作用し得る。参照の簡単のために,
ＡＴ１０６ａ－１０６ｌのそれぞれは、以下アクセス端末１０６と称され得る。
【００２１】
　[0027]各ＡＴ１０６は、フォワードリンク（ＦＬ）および／またはリバースリンク（Ｒ
Ｌ）上の１つまたは複数のノード１０４と既定の瞬間に通信を行い得る。ＦＬはノードか
らＡＴまでの通信リンクである。ＲＬはＡＴからノードまでの通信リンクである。ＦＬは
ダウンリンクとも称され得る。さらにＲＬはアップリンクとも称され得る。ノード１０４
は、例えば適切な有線または無線インターフェースによって相互に連結され得および相互
に通信を行うことが可能であり得る。したがって、各ＡＴ１０６は、１つまたは複数のノ
ード１０４を経由する別のＡＴ１０６と通信を行い得る。
【００２２】
　[0028]無線通信ネットワーク１００は、大きい地理的領域一面にサービスを提供し得る
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。例えば、セル１０２ａ－１０２ｇは、郊外における近隣または数平方マイル内の数ブロ
ックのみをカバーし得る。１つの実施例において、各セルは、１つまたは複数のセクター
（不図示）にさらに分割され得る。
【００２３】
　[0029]上述されたように、ノード１０４は、そのカバレッジ領域内のアクセス端末（Ａ
Ｔ）１０６の接続を例えばインターネットまたは別のセルラーネットワークのような別の
通信ネットワークに提供し得る。
【００２４】
　[0030]ＡＴ１０６は、通信ネットワークをわたって音声またはデータ通信を送信および
受信するためにユーザによって用いられる無線通信デバイスまたは装置（例えば携帯電話
、ルータ、パーソナルコンピュータ、サーバ、など）であり得る。ＡＴ１０６はここで、
ユーザ機器（ＵＥ）、移動局（ＭＳ）、または端末デバイスとも称され得る。図示のとお
り、ＡＴ１０６ａ、１０６ｈ、および１０６ｊはルータを備える。ＡＴ１０６ｂ－１０６
ｇ、１０６ｉ、１０６ｋ、および１０６ｌは携帯電話を備える。しかし、ＡＴ１０６ａ－
１０６ｌの各々は任意の通信デバイスを備え得る。
【００２５】
　[0031]アクセス端末１０６は異なる無線接続技術（ＲＡＴ）を用いて動作可能なマルチ
モードであり得る。例えばＡＴ１０６は、広帯域符号分割多元接続（ＷＣＤＭＡ（登録商
標））、ｃｄｍａ２０００　１ｘ、１ｘ－ＥＶ－ＤＯ、ＬＴＥ、ｅＨＲＰＤ、８０２．１
１などの標準によって定義される１つまたは複数のＲＡＴを用いて動作可能であり得る。
ＡＴ１０６は、これらの異なるＲＡＴを用いる様々な通信システム全体で複数のタスクを
実行し得る。通信は、複数の配列された送信機および／または受信機を用いて実現され得
る、または、１つの単一送信機および／または受信機を用いて行われ得る。
【００２６】
　[0032]図２は、いくつかの実施例にしたがって無線通信ネットワーク２００において動
作する例示的なアクセス端末（ＡＴ）１０６の機能ブロック図の例を示す。無線通信ネッ
トワーク２００は、ＡＴ１０６、第２の無線通信デバイス２１０、第３の無線通信デバイ
ス２２０、第４の無線通信デバイス２３０、およびセルラータワー２４０を備える。無線
通信ネットワーク２００は、無線通信デバイス１０６ａ、２１０、２２０、２３０、およ
びタワー２４０のような複数のデバイス間の通信をサポートするように構成され得る。モ
バイル無線通信デバイス（例えば１０６ａ、２１０および２２０）は、例えば、パーソナ
ルコンピュータ、ＰＤＡ、音楽プレーヤー、ビデオプレーヤー、マルチメディアプレーヤ
ー、テレビジョン、電子ゲームシステム、デジタルカメラ、ビデオカムコーダ、時計、遠
隔制御、ヘッドセット、などを備え得る。ＡＴ１０６は、アクセス端末１０６に配置され
た１つまたは複数の送信機および／または受信機を介してデバイス２１０、２２０、２３
０および２４０の各々と同時に通信を行い得る。
【００２７】
　[0033]続いて図２を参照して、ＡＴ１０６は様々な通信チャネルを介して他の無線通信
デバイス（例えば２１０、２２０）と通信を行い得る。通信チャネルは、当技術分野でよ
く知られている超広帯域幅（ＵＷＢ）チャネル、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈチャネル、８０２．
１１チャネル（例えば８０２．１１ａ、８０２．１１ｂ、８０２．１１ｇ、８０２．１１
ｎ、など）、赤外線（ＩＲ）チャネル、ＺｉｇＢｅｅ（８０２．１５）チャネル、あるい
は様々な他のチャネルを備え得る。１つの実施例において、チャネルは、ＥＣＭＡ－３６
８標準に準拠するＵＷＢチャネルであり得る。他のチャネルも可能な限り容易に認識され
るはずである。
【００２８】
　[0034]無線通信ネットワーク２００は、家庭、職場、ビル群などの物理領域をカバーす
る無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を備え得る。ＷＬＡＮは、無線通信のた
めに８０２．１１標準および／または他の標準といった標準を用い得る。例えば、無線通
信ネットワーク２００は８０２．１１標準を用いるＷｉｆｉローカルエリアネットワーク
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を含み得る。いくつかの実施例において、ＷＬＡＮは、無線通信デバイスが相互に直接通
信を行うピアツーピア通信を用い得る。いくつかの実施例において、無線通信ネットワー
ク２００はまたグローバル測位システム（ＧＰＳ）機能をも備え得る。
【００２９】
　[0035]無線通信ネットワーク２００は、例えば数メートルの領域をスパニングする無線
パーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）をも備える。ＷＰＡＮは、無線通信のための
赤外線、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、ＷｉＭｅｄｉａベースのＵＷＢ標準（例えばＥＣＭＡ－３
６８）、ＺｉｇＢｅｅ標準、および／または他の標準といった標準を用い得る。ＷＰＡＮ
は、無線通信デバイスが相互に直接通信を行うピアツーピア通信を用いえる。
【００３０】
　[0036]無線通信ネットワーク２００は、広域無線領域ネットワーク（ＷＷＡＮ）をも備
え得る。ＷＷＡＮは、ＷＣＤＭＡ、ｃｄｍａ２０００　１ｘ、１ｘ－ＥＶ－ＤＯ、ＬＴＥ
、ｅＨＲＰＤなどの標準を用い得る。アクセス端末１０６は、ネットワーク２００を経由
して無線通信ネットワークまたはインターネットといった別のネットワークに接続され得
る。無線通信ネットワーク２００全体に送られるメッセージは、様々なタイプの通信（例
えば音声、データ、マルチメディアサービスなど）に関する情報を備え得、および下記で
より詳細に説明されるようにアクセス端末１０６のユーザにとって様々な程度の重要さで
あり得る。
【００３１】
　[0037]下記の実施例は、図１または２を参照し得るが、当業者は、それらが他の通信の
標準に容易に適用できることを認めるだろう。例えば、いくつかの実施例はＵＭＴＳ通信
システムに適用され得る。いくつかの実施例はＯＦＤＭＡ通信システムにおいて応用され
得る。通信システム２００は、ＷＣＤＭＡシステム、ＧＳＭシステム、ＣＤＭＡシステム
およびＯＦＤＭシステムを含むがそれらに限定されない任意のタイプの通信システムをさ
らに備え得る。
【００３２】
　[0038]図３は、実施例にしたがって、図１および２に示された例示的なアクセス端末１
０６を表す機能ブロック図である。アクセス端末１０６は、図１および２を参照して上で
述べた無線技術のうちのいずれかのような異なる複数の無線接続技術（ＲＡＴ）を用いる
ことが可能なマルチモードであり得る。アクセス端末１０６は、ここに記載された様々な
方法を実行するように構成され得るデバイスの例である。アクセス端末１０６は、図１－
２に示されたデバイスのうちのいくつかを実装し得る。
【００３３】
　[0039]アクセス端末１０６は、種々の回路を連結する中央データバス３１７を含む。回
路は、コントローラ／プロセッサ３２０、例えばメモリユニット３０８および、モジュー
ル３０２ａ、３０２ｂ、３０２ｃおよび３０２ｄのような複数の様々なＲＡＴモジュール
を含み得るＲＡＴサーキトリ３０４を含む。プロセッサ／コントローラ３２０は、１つま
たは複数のプロセッサを用いて実行される処理システムの構成部品であり得る、または、
備え得る。プロセッサ／コントローラ３２０は、いくつかの実施例においてアプリケーシ
ョン・プロセッサ・サブシステム３２０として構成され得るかまたは称され得る。プロセ
ッサ／コントローラ３２０の１つまたは複数のプロセッサは、汎用目的マイクロプロセッ
サ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、フィールド・プログラ
マブル・ゲイト・アレイ（ＦＰＧＡ）、プログラム可能な論理デバイス（ＰＬＤ）、コン
トローラ、ステートマシーン、ゲート論理、ディスクリート・ハードウェア構成部品、専
用のハードウェア有限ステートマシーン、または情報の計算または他の操作を行うことが
できる任意の他の適切なエンティティの組合せを用いて実行され得る。
【００３４】
　[0040]さらに、プロセッサ／コントローラ３２０は、異なるＲＡＴ用に構成された様々
なモジュール、の動作を制御、および、と通信する、ように構成され得る。ＲＡＴモジュ
ール３０２ａ、３０２ｂ、３０２ｃおよび３０２ｄの各々は、特定のＲＡＴを実装し得、
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およびモジュールによって実装されるＲＡＴのタイプに適用可能な機能、通信の構成部品
、および付加的なメモリモジュールを各々個別に含み得る。各ＲＡＴモジュール３０２ａ
、３０２ｂ、３０２ｃおよび３０２ｄは、各無線接続技術に特有のベースバンドサーキト
リを含み得、およびモバイルデータモデム（ＭＤＭ）に一括して含まれ得る。各ＲＡＴモ
ジュール３０２ａ、３０２ｂ、３０２ｃおよび３０２ｄは、コントローラ３０６ａ、３０
６ｂ、３０６ｃ、および３０６ｄをさらに含み得、各々はここで、各ＲＡＴの動作を制御
するために用いられ得るモデムプロセッサ３０６ａ、３０６ｂ、３０６ｃ、および３０６
ｄと称され得る。参照の簡単のために、コントローラ３０６ａ、３０６ｂ、３０６ｃおよ
び３０６ｄは、下記でＲＡＴコントローラ３０６と称され得る。さらに、ＲＡＴコントロ
ーラ３０６ａ、３０６ｂ、３０６ｃ、および３０６ｄは、モジュールを制御するために各
モジュール３０２ａ、３０２ｂ、３０２ｃ、および３０２ｄとは独立して提供され得る。
いくつかの実施例において、プロセッサ３２０は、ＲＡＴコントローラ３０６の機能を実
行するように構成され得る。さらに、各ＲＡＴモジュールは、１つまたは複数のアンテナ
（不図示）を含むそれ自身のトランシーバ（複数）を含み得る。ＲＡＴモジュールは、図
１－２を参照して上で論じられたＲＡＴのタイプのいずれかまたはその他容易に認識可能
なＲＡＴのタイプを実装し得る。
【００３５】
　[0041]アクセス端末１０６は、１つまたは複数の送信回路３３０ａ、３３０ｂから３３
０ｎをさらに備える。送信回路３３０ａ、３３０ｂから３３０ｎは、アンテナ３７０ａ、
３７０ｂから３７０ｎを介して無線通信信号を送信するように構成された１つまたは複数
の構成部品を有する送信チェーンとも称され得る。例えば、送信回路３３０ａは、変調器
（不図示）、デジタルアナログ－アナログ（Ｄ／Ａ）コンバータ（不図示）、増幅器（不
図示）、ならびにアンテナ３７０ａ、３７０ｂから３７０ｎを介して送信するための無線
通信信号を変調および準備するための他のサーキトリを含み得る。いくつかの場合におい
て、ＲＡＴサーキトリ３０４は送信回路３３０ａ、３３０ｂから３３０ｎを含み得、その
場合各ＲＡＴモジュール３０２ａ、３０２ｂ、３０２ｃおよび３０２ｄは送信回路３３０
ａ、３３０ｂから３３０ｎのうちの１つを含み得る。こうして、送信回路３３０ａ、３３
０ｂから３３０ｎは、ＲＡＴモジュール３０２ａ、３０２ｂ、３０２ｃおよび３０２ｄの
うちの１つと関連する１つまたは複数の無線接続技術にしたがって送信するように構成さ
れ得る。いくつかの場合において、送信回路３３０ａ、３３０ｂから３３０ｎのうちの１
つまたは複数はアクティブ化または非アクティブ化され得る。１つの観点において、送信
回路３３０ａ、３３０ｂから３３０ｎは、ＲＡＴモジュール３０２ａ、３０２ｂ、３０２
ｃおよび３０２ｄのうちの１つに特有の構成部品を含み得る。例えば、ＲＡＴモジュール
３０２ａは、ＯＦＤＭまたはＣＤＭＡ（例えばＷＣＤＭＡ、ｃｄｍａ２０００など）を用
いて無線通信を実行し得、一方で第２のＲＡＴモジュール３０２ｂは、Ｗｉｆｉネットワ
ークのようなＷＬＡＮを用いて無線通信を実行し得る。このように、１つの送信回路３３
０ａは、ＯＦＤＭまたはＣＤＭＡ通信のために構成された構成部品を含み得、一方で第２
の送信回路３３０ｂは、ＷＬＡＮ通信のために構成された構成部品を含み得る。
【００３６】
　[0042]図示された例としてのアクセス端末１０６は、１つまたは複数の受信回路３４０
ａ、３４０ｂから３４０ｎをさらに備える。受信回路３４０ａ、３４０ｂから３４０ｎは
、アンテナ３７０ａ、３７０ｂから３７０ｎのいずれかを介して無線通信信号を受信する
ように構成された１つまたは複数の構成部品を有する受信チェーンとも称され得る。例え
ば、受信回路３４０ａは、増幅器（不図示）、アナログデジタルコンバータ（不図示）、
復調器（不図示）、ならびにアンテナ３７０ａ、３７０ｂから３７０ｎのいずれかを介し
て受信された無線通信信号を受信および変調するための他のサーキトリを含み得る。いく
つかの場合において、ＲＡＴサーキトリ３０４は、受信回路３４０ａ、３４０ｂから３４
０ｎを含み得、その場合各ＲＡＴモジュール３０２ａ、３０２ｂ、３０２ｃおよび３０２
ｄが受信回路３４０ａ、３４０ｂから３４０ｎのうちの１つを含み得る。こうして、受信
回路３４０Ａ、３４０Ｂから３４０Ｎの各々は、ＲＡＴモジュール３０２Ａ、３０２Ｂ、
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３０２Ｃおよび３０２Ｄのうちの１つと関連する無線接続技術にしたがって受信するよう
に構成され得る。いくつかの場合において、受信回路３４０ａ、３４０ｂから３４０ｎの
うちの１つまたは複数はアクティブ化または非アクティブ化され得る。
【００３７】
　[0043]送信回路３３０ａ、３３０ｂから３３０ｎは、送信のためにベースバンド信号に
高周波数（ＨＦ）信号を処理および変換し得る。受信回路３４０ａ、３４０ｂから３４０
ｎは、順に、データバス３１７に信号を送信する前に受信された信号を処理およびバッフ
ァリングし得る。送信回路３３０ａ、３３０ｂから３３０ｎは、アクセス端末１０６から
信号を送信する前にデータバス３１７からのデータを処理およびバッファリングし得る。
プロセッサ／コントローラ３２０は、データの検知ならびに異なる周波数帯域に関する処
理のためのタイムスロットを送信回路３３０ａ、３３０ｂから３３０ｎと受信回路３４０
ａ、３４０ｂから３４０ｎに割り当てることによってアクセス端末１０６の様々な構成部
品の適切なタイミングを制御する。
【００３８】
　[0044]送信回路３３０ａ、３３０ｂから３３０ｎおよび受信回路３４０ａ、３４０ｂか
ら３４０ｎの各々は、アンテナ３７０ａ、３７０ｂから３７０ｎのうちの１つまたは複数
を介してそれぞれ送信および受信を行うように構成され得る。個々の送信回路３３０ａ、
３３０ｂから３３０ｎと受信回路３４０ａ、３４０ｂから３４０ｎは、特定のアンテナ３
７０ａ、３７０ｂから３７０ｎを介して異なる無線接続技術と関連する情報を送信および
受信し得る。例えば、同時音声およびデータモードの間、１つの送信回路３３０ａがアン
テナ３７０ａを介して音声通信を送信するために用いられ得、その一方で別の送信回路３
３０ｂはアンテナ３７０ｂを介して非音声データを送信するために用いられ得る。プロセ
ッサ／コントローラ３２０は、アンテナ３７０ａ、３７０ｂから３７０ｎを介して異なる
周波数帯域からの信号の検出および／または処理のために複数の送信回路３３０ａ、３３
０ｂから３３０ｎおよび受信回路３４０a、３４０ｂから３４０ｎに指示を行う。アンテ
ナ３７０ａ、３７０ｂから３７０ｎは、図４を参照して下記に示されるように、アクセス
端末１０６内の異なる物理ロケーションに設置され得る。例えば、アンテナ３７０ａ、３
７０ｂから３７０ｎは、アクセス端末１０６の反対側（例えば末端または側面）の端部ま
たは角にあるか、あるいは相互に隣接し得る。一般的に、アンテナ３７０ａ、３７０ｂか
ら３７０ｎは、要求通りまたはデバイスの設計にしたがって類似または異なる場所に設置
され得る。
【００３９】
　[0045]いくつかの実施例において、切替え回路３６０は、送信回路３３０ａ、３３０ｂ
から３３０ｎまたは受信回路３４０ａ、３４０ｂから３４０ｎが送信および受信を行うよ
うに構成されるためにアンテナ３７０ａ、３７０ｂから３７０ｎを選択することをプロセ
ッサ／コントローラ３２０に可能にするために提供され得る。切替え回路３６０は、送信
回路３３０ａ、３３０ｂから３３０ｎおよび受信回路３４０ａ、３４０ｂから３４０ｎに
対応するＭ入力をアンテナ３７０ａ、３７０ｂから３７０ｎに対応するＮ出力に切り替え
るように構成されたサーキトリを含み得る。図３に示されるように、おおよそ、３つの送
信回路３３０ａ、３３０ｂから３３０ｎ、３つの受信回路３４０ａ、３４０ｂから３４０
ｎおよび３つのアンテナ３７０ａ、３７０ｂから３７０ｎが存在し得る。１つの例として
、切替え回路３６０は、クロスバースイッチまたは他の適切な切替えサーキトリとして構
成され得る。プロセッサ／コントローラ３２０は、アンテナ３７０ａ、３７０ｂから３７
０ｎの任意の組合せを介してそれぞれ送信および受信するために送信回路３３０ａ、３３
０ｂから３３０ｎおよび受信回路３４０ａ、３４０ｂから３４０ｎを切り替えるように構
成され得る。いくつかの実施例において、送信回路３３０ａ、３３０ｂから３３０ｎおよ
び受信回路３４０ａ、３４０ｂから３４０ｎは、ＲＡＴモジュール３０２ａ、３０２ｂ、
３０２ｃおよび３０２ｄ内に含まれ得る。こうして、いくつかの実施例において、切替え
回路３６０は、アンテナ３７０ａ、３７０ｂから３７０ｎの任意の組合せを介してそれぞ
れ送信および受信を行うために各ＲＡＴモジュール３０２ａ、３０２ｂ、３０２ｃおよび
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３０２ｄを切り替えるように構成され得る。いくつかの実施例において、ＲＡＴモジュー
ル３０２ａは、適切なアンテナを決定し得および切替え回路３６０を介して切替えを指示
し得る。他の実施例において、プロセッサ／コントローラ３２０が切り替えを指示し得る
。他の実施例において、プロセッサ／コントローラ３２０と結合したＲＡＴモジュール３
０２ａは切り替えを指示し得る。
【００４０】
　[0046]プロセッサ／コントローラ３２０は、メモリユニット３０８の命令内容を実行す
ることを含む一般的なデータ処理の機能とデータバス３１７に関するデータ管理の機能を
実行する。メモリユニット３０８は、モジュールおよび／または命令のセットを含み得る
。下記に説明される実施例に示されおよび説明されるアクセス端末１０６のプロセスステ
ップに特有の命令は、メモリユニット３０８の内容に含まれる様々な関数にコード化され
得る。１つの実施例において、メモリユニット３０８はＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ
）回路である。いくつかの切替え機能のようないくつかの通信デバイスの機能は、ソフト
ウェアルーチン、モジュール、および／またはデータのセットである。メモリユニット３
０８は、揮発性または不揮発性タイプの別のメモリ回路（不図示）に連結され得る。代替
として、メモリユニット３０８は、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）（電気的に消去可能プログ
ラム可能な読み取り専用メモリ）、ＥＰＲＯＭ（電気的にプログラム可能な読み取り専用
メモリ）、ＲＯＭ（読み取り専用メモリ）、ＡＳＩＣ（アプリケーション特定用途向け集
積回路）、磁気ディスク（disk）光ディスクおよび当技術分野において周知のその他のも
ののような他の回路タイプで作られ得る。さらに、メモリユニット３０８は、揮発性タイ
プおよび／または非揮発性タイプのメモリサーキトリおよびＡＳＩＣの組合せであり得る
。
【００４１】
　[0047]アクセス端末１０６は、デバイス状態センサ３５０をさらに含みえる。デバイス
状態センサは、デバイスがどのように使われる、操作される、および／または配置される
かによってデバイスの１つまたは複数の状態またはモードを検出するように構成され得る
。例えば、デバイス状態センサ３５０は、アクセス端末１０６に関するユーザまたは他の
オブジェクトの近接を検出するように構成され得る近接センサとして構成され得る。１つ
の実施例において、デバイス状態センサ３５０は、複数の近接センサを含む。複数の近接
センサの各々は、アンテナ３７０ａ、３７０ｂから３７０ｎの隣に設置され得る。複数の
近接センサの各々は、オブジェクトが、各アンテナ３７０ａ、３７０ｂから３７０ｎに近
接（例えばブロッキング）しているかどうかを検出するように構成される。デバイス状態
センサ３５０は、アクセス端末１０６のユーザに関してアクセス端末１０６の方位を検出
するように構成され得る方位センサを、さらに含み得る、および／または、として構成さ
れ得る。例えば、方位センサは、加速度計、ジャイロスコープ、などの任意の適切なセン
サを含み得る。デバイス状態センサ３５０は、アクセス端末１０６の一時的なコンディシ
ョンまたは状態を検出するためのセンサの他のタイプを、さらに含み得る、および／また
は、として構成され得る。１つの機能ブロックとして示される一方で、異なるタイプの複
数のデバイス状態センサが含まれ得る。例えば、接続端末１０６は、単独の近接センサと
単独の方位センサの両方を含み得る。
【００４２】
　[0048]アクセス端末１０６はまた干渉除去サーキトリ３５２を含みえる。干渉除去サー
キトリ３５２は、別の無線接続技術の信号に干渉しているある無線接続技術からの干渉信
号を取り除き得る。例えば、送信回路３３０ａは、例えば、ＷＡＮ受信機３３０ｂの受信
信号上にある干渉を含むＷＬＡＮ信号を例えば送信している可能性があり、その逆もあり
得る。干渉除去サーキトリ３５２は、受信信号からの干渉を除去するために送信信号の干
渉部分を取り除き得る。干渉除去サーキトリ３５２は、互いに干渉することなく共存およ
び同時に作動することを異なる無線接続技術を用いる複数の無線（受信および送信回路ペ
アを含む）に可能にする。したがって、共存は、干渉無く同時に異なる無線接続技術（例
えば、Ｗｉｆｉ、セルラー、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、ＦＭ無線など）を用いて複数の無線か
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ら最適に受信および送信することをアクセス端末１０６に可能にする。
【００４３】
　[0049]この明細書と添付の請求項において、用語「回路（circuit）」、「サーキトリ
（circuitry）」などが機能用語ではなく構造的な用語として解釈されていることが明ら
かであるはずである。例えば、サーキトリは、図３において示されおよび説明されたよう
な処理および／またはメモリセル、モジュール、ユニット、ブロックなどの形式である多
種多様な集積回路構成部品のような回路の構成部品の集合であり得る。
【００４４】
　[0050]別々に説明を行ったが、アクセス端末１０６を参照して説明された機能ブロック
が別々の構造要素である必要はないことが評価されるはずである。例えば、プロセッサ３
２０、メモリユニット３０８およびＲＡＴモジュール３０２ａ、３０２ｂ、３０２ｃおよ
び３０２ｄは単一チップ上に一体化され得る。プロセッサ３２０はさらにまたは選択的に
、プロセッサレジスタのようなメモリを含み得る。同様に、機能ブロックのうちの１つま
たは複数または様々なブロックの機能の一部は、単一チップ上に一体化され得る。あるい
は、特定のブロックの機能は、２つ以上のチップ上に実装され得る。
【００４５】
　[0051]上述されたように、共存は異なる無線接続技術を利用する複数の無線に相互に干
渉することなく同時に作動することを可能にするので、モバイルデバイにおいて重要であ
る。例えば、モバイルデバイスユーザがＷｉｆｉ帯域近くの周波数帯域において電話の呼
び出し動作を行い、それと同時にＷｉｆｉデータを受信し得る。共存は、ユーザに干渉無
く同時に多くの無線（例えばＷｉｆｉ、ＷＡＮ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、ＦＭ無線など）か
ら最適に受信および送信することを可能にする。ＷＡＮおよびＷＬＡＮ／Ｂｌｕｅｔｏｏ
ｔｈのような異なる無線接続技術の異なる無線の間での優れた共存を獲得するために、対
応するアンテナは、ある無線の送信機が他の無線の受信機を感度低下しないように優れた
遮断性を持つべきである。
【００４６】
　[0052]図４は、外部のアプリケーションプロセッサ４１２、アンテナ４０４、４０６、
４１６、センサ４０８およびディスクリートＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈソリューショ
ンにしたがった様々なサブシステム４１２、４１４を含むアクセス端末１０６のフロアプ
ランの例を示す。次の説明はＷＡＮおよびＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ無線接続技術に
関するが、当業者は説明が一般的にアクセス端末１０６の一部として含まれ得る無線接続
技術の任意の他のタイプに適用されることを理解するだろう。
【００４７】
　[0053]Ｗｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈアンテナ４０６およびＧＰＳアンテナ４０４はア
クセス端末１０６の上部に配置されおよびＷＡＮアンテナ４１６は最大の物理的分離のた
めにアクセス端末１０６の底部に配置される。物理的分離は、適切な共存を獲得するため
に十分な遮断性を提供するのに役立つ。いくつかの実施例において、グローバル測位シス
テム（ＧＰＳ）受信機（不図示）は、ＷＡＮトランシーバ（不図示）と同じダイまたはチ
ップ上に一体化され得る。図４に示されるフロアプランにおいて、送信線（不図示）は、
ＧＰＳ信号をＧＰＳトランシーバにルーティングするためにＧＰＳアンテナ４０４からＧ
ＰＳトランシーバに接続され得る。さらに、送信線の挿入損失の影響を少なくするために
、フィルタと低ノイズ増幅器（ＬＮＡ）はＧＰＳアンテナ４０４の近くに追加および設置
され得、およびＬＮＡの出力がＧＰＳトランシーバにルーティングされ得る。
【００４８】
　[0054]ディスクリートＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈソリューションを用いるよりも、
図４に示されたように、ＷＡＮベースバンドモデムがＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモデ
ムと同じダイまたはチップ上に一体化され得る。ＷＡＮおよびＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏ
ｔｈモデムの一体化は、干渉除去技術を用いるＷｉｆｉとＷＡＮ無線（受信および送信回
路ペアを含む）の間のより好適な共存緩和と干渉除去技術を可能にする。例えば、干渉除
去技術は、非線形干渉除去（ＮＬＩＣ）を含み得る。ＷｉｆｉシステムとＷＡＮシステム
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の間の干渉メカニズムの種々のタイプは性能を低下させおよび／またはより複雑なフロン
トエンドフィルタをもたらす結果となり、それは、余分な挿入損失が原因でさらに性能を
低下させる。余分な挿入損失は、送信機の感度、最大電力、および電力付加効率（ＰＡＥ
）を低下させる。ＰＡＥとは、電力増幅器で使用される直流（ｄｃ）電力に対する送信さ
れた無線周波数（ＲＦ）電力の比率である。より高いＰＡＥは、送信機がより電力効率の
良いことを示す。
【００４９】
　[0055]ＷｉｆｉモデムをＷＡＮベースバンドモデムと一体化することは、上記の構成部
品を備えるプリント基板（ＰＣＢ）を設計するために様々な問題を生じさせる。例えば、
Ｗｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　ＲＦモデムトランシーバおよびＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏ
ｏｔｈフロントエンド（例えば増幅器、フィルタ、多元化装置などを含む）は、Ｗｉｆｉ
／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈアンテナの近くに設置され得る。この例において、複素信号配列の
同相（Ｉ）および直交成分（Ｑ）を含むアナログベースバンド受信および送信信号のルー
ティングは、ＷＬＡＮチャネルに関する長いルーティングおよび大きいベースバンド帯域
幅に起因する問題を生み出す。この問題は、ＱおよびＩ線、制御線および電力線がＰＣＢ
の底部にあるモバイルデータモデム（ＭＤＭ）４１４からＷｉｆｉフロントエンドサーキ
トリ、モデムおよびアンテナが設置されるＰＣＢの上部までルーティングされるために生
じる（図１を参照のこと）。これらの送信路はアプリケーションプロセッサ（ＡＰ）サブ
システム４１２を通ってルーティングされなくてはならず、それは、多数のノイズの多い
デジタル信号をアクセス端末１０６のディスプレー、メモリ、センサ、有線接続性および
他の部分にルーティングする。その結果、ＭＤＭ４１４からＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔ
ｈ　ＲＦモデムトランシーバおよびＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈフロントエンドへのこ
れらの信号のルーティングは、現実のアプリケーション用としてはあまりにも複雑であり
得る。
【００５０】
　[0056]ＷＡＮベースバンドモデムとＷｉｆｉモデムの一体化に関する問題を含む別の例
において、Ｗｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　ＲＦトランシーバとＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏ
ｏｔｈフロントエンドはＷＡＮＭＤＭの近くに設置され得る。この例において、ＲＦ入力
線は、Ｗｉｆｉ送信および受信信号の分配のためにＰＣＢを横切ってルーティングされな
ければならない。ＲＦ入力線のこのルーティングは、高精度のＲＦ信号がボードのノイズ
の多い部分を通ってルーティングされなければならなくなるという事実に一部起因してそ
の性能を大幅に低下させ得る。さらに、シールディングが提供され得るが、余分の送信線
とボード領域を追加し得る。
【００５１】
　[0057]したがって、上記の問題を克服するために、Ｗｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモデ
ムのＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　ＲＦフロントエンド部分がＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏ
ｏｔｈモデムの残りから物理的に分離され、およびフロントエンド部分の電力増幅器（Ｐ
Ａ）、低ノイズ増幅器（ＬＮＡ）およびスイッチが、Ｗｉｆｉ／ＢｌｕｅｔｏｏｔｈとＧ
ＰＳアンテナ近くに設置され得る別個のチップに設置され得るようにＰＣＢは接続端末１
０６のために設計され得る。
【００５２】
　[0058]図５は、いくつかの実施例にしたがった無線通信システム内で用いられ得るアク
セス端末１０６の例示的なプリント基板５００の概略図を示す。プリント基板５００は、
Ｗｉｆｉ／ＢｌｕｅｔｏｏｔｈモデムとＷＡＮモデムを含む。Ｗｉｆｉ－Ｂｌｕｅｔｏｏ
ｔｈモデムは、Ｗｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ無線周波数（ＲＦ）フロントエンド部分５
０２と残りの部分を含み、その残りの部分は、Ｗｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈトランシー
バ５４０とＷｉｆｉベースバンドプロセッサ５５０を含む。フロントエンド部分５０２と
残りの部分は距離によってアクセス端末１０６内で相互に物理的に分離される。ＷＡＮモ
デムはＷＡＮトランシーバ５４２とＷＡＮベースバンドプロセッサ５５４を含む。例えば
、第１のチップはフロントエンド部分５０２を含み得、およびＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏ
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ｔｈモデムの残りの部分を含む第２のチップから物理的に分離され得る。第１のチップは
、ＷＬＡＮ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈアンテナ５６２、５６４近くのアクセス端末１０６の上
部に配置され得および第２のチップはモバイルデータモデム（ＭＤＭ）５４８近くのアク
セス端末１０６の底部に配置され得る。いくつかの実施例において、第１のチップと第２
のチップは１インチ、１．５インチ、２インチ、２.５インチ、３インチ、３.５インチ、
４インチ、４.５インチ、５インチなどの距離によって分離され得る。ある特定の距離が
ここに開示されているが、フロントエンド部分５０２がＷＬＡＮ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈア
ンテナ近くに配置され得およびＷＬＡＮ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモデムの残りの部分がモバ
イルデータモデム（ＭＤＭ）５４８近くに配置され得るために、この説明が一般的に任意
の他の距離に適用されることを当業者は理解するだろう。
【００５３】
　[0059]Ｗｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ無線周波数（ＲＦ）フロントエンド部分５０２は
、図５に示される点線によって囲まれた基盤５００の構成部品を含む。Ｗｉｆｉ／Ｂｌｕ
ｅｔｏｏｔｈモデムのＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　ＲＦフロントエンド部分５０２は
、Ｗｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈアンテナ５６２、ＧＰＳアンテナ５６４、ダイプレクサ
５０４、Ｗｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ表面弾性波フィルタ（ＳＡＷ）５０６、５０８（
例えば２．４ＧＨｚ　ＳＡＷおよび５ＧＨｚ　ＳＡＷ）、ＧＰＳ　ＳＡＷ５１０、電力増
幅器（ＰＡ）５２０、５２４、低ノイズ増幅器（ＬＮＡ）５２２、５２６、５２８、スイ
ッチ５１６、５１８、５３０、５３２（例えば単極双投（ＳＰ２Ｔ）スイッチ）および結
合器５３４（例えばトライプレクサ）を含む。
【００５４】
　[0060]フロントエンド部分５０２はアンテナ５６２および５６４を介して様々なＲＦ信
号を受信しおよび送信線５３６を介した送信のためにこれらのＲＦ信号を処理する。信号
はＲＦ信号として送信線５３６を介して結合および送信され、およびＷＡＮトランシーバ
５４２および／またはＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈトランシーバ５４０およびＷｉｆｉ
ベースバンドプロセッサ５５０を含むＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　ＲＦモデムの残り
によって受信されるまでベースバンド信号に変換されない。例えば、信号は対応するベー
スバンド信号よりはるかに高い周波数にある変調されたＲＦ信号として受信され得る。Ｒ
Ｆ周波数は、おおよそ３ｋＨｚから３００ＧＨｚの範囲にあり得および対応するベースバ
ンド信号は０Ｈｚから特定のカットオフ周波数の範囲にあり得る。送信される前に、ベー
スバンド信号はコピーされるか、またはネットワークをわたって全体への送信のためによ
り高いＲＦ周波数へと変調される。より高い周波数への変調は、搬送波信号上に含まれた
通信データがひずみなくして低いベースバンド周波数で送信されることができないため必
要とされ得る。一度受信されると、ＲＦ周波数はＷＬＡＮ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモデムと
ＷＡＮモデムのベースバンドサーキトリによってベースバンド周波数に戻すように変換さ
れ得る。基盤５００はＷＬＡＮ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモデムの残りの部分にＷＬＡＮ／Ｂ
ｌｕｅｔｏｏｔｈベースバンドサーキトリを含む。したがって、信号は、それらが結合器
５３４によって結合されおよび送信路５３４を介して送信された後までベースバンドに変
換されない。
【００５５】
　[0061]フロントエンド部分５０２内に含まれたているのはＰＡ５２０、５２４、ＬＮＡ
５２２、５２６、５２８およびスイッチ５１６、５１８、５３０、５３２を含むＲＦフロ
ントエンドチップ５１２である。いくつかの実施例において、スイッチモード電源（ＳＭ
ＰＳ）および／または低ドロップアウト電圧レギュレータ（ＬＤＯ）はフロントエンドチ
ップ５１２に含まれ得る。例えば、ＲＦフロントエンドチップ５１２のための電源は、一
体化されたＳＭＰＳおよび／またはＬＤＯ５１４を用いてバッテリ電圧から直接局部的に
生成され得る。
【００５６】
　[0062]図５に示されるように、Ｗｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　ＲＦフロントエンド部
分５０２は、Ｗｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈトランシーバ５４０およびＷｉｆｉベースバ
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ンドプロセッサ５５０を含むＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　ＲＦモデムの残りから分離
される。さらに、ＰＡ５２０、５２４、ＬＮＡ５２２、５２６、５２８およびスイッチ５
１６、５１８、５３０、５３２は、フロントエンド部分５０２の残りの構成部品近くに設
置され得る別個のチップ５１２上に含まれる。Ｗｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈアンテナ５
６２、ＧＰＳアンテナ５６４、ダイプレクサ５０４、Ｗｉｆｉ　ＳＡＷ５０６および５０
８、ＧＰＳ　ＳＡＷ５１０およびトライプレクサ５３４を含む残りの構成部品はディスク
リート構成部品であり得るか、またはチップ５１２上に一体化され得る。
【００５７】
　[0063]いくつかの実施例において、アンテナ５６２および５６４は、フロントエンド部
分５０２によって処理するための様々な信号を受信し得る。例えば、アンテナ５６２は２
．４ＧＨｚのＷｉｆｉおよび／またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ信号と５ＧＨｚのＷｉｆｉ信号
を受信し得る。アンテナ５６４はＧＰＳ信号を受信し得る。信号は信号をフィルタリング
するように構成されたダイプレクサ５０４を用いて分割されおよびＳＡＷ５０６、５０８
および５１０に出力される。例えば、ＳＡＷ５０６は２．４ＧＨｚの信号をフィルタリン
グするように構成された２．４ＧＨｚのＳＡＷを含み得、およびＳＡＷ５０８は５ＧＨｚ
の信号をフィルタリングするように構成された５ＧＨｚのＳＡＷを含み得る。ＳＡＷ５０
６、５０８および５１０は、いずれの望ましくない干渉周波数なくチップ５１２に適切な
信号を出力するためにバンドパスフィルタリングを行う。いくつかの実施例において、遅
延が望まれる場合、ＳＡＷ５０６、５０８および５１０は、受信された電気信号の各々を
音波（acoustic wave）に変換し、次に信号に遅延をもたらすためにその音波の各々を電
気信号に戻すように変換するために用いられ得る。いくつかの実施例において、水晶、イ
ンダクタ－キャパシタ（ＬＣ）フィルタ、または導波管フィルタのような他のフィルタが
ＳＡＷの代わりに用いられ得る。
【００５８】
　[0064]いくつかの実施例において、Ｗｉｆｉ送信／受信信号はいずれスイッチ５１６お
よび５１８を用いて分類され得る。例えば、ＲＦフロントエンドチップ５１２のスイッチ
５１６および５１８は、それぞれＰＡ５２０、５２４およびＬＮＡ５２２、５２６に送信
されるＳＡＷ５０６および５０８からの２．４ＧＨｚおよび５ＧＨｚの信号のいずれかを
選択的に切り替えるために用いられ得る。スイッチ５１６および５１８はＲＦ単極双投（
ＳＰ２Ｔ）スイッチを含み得る。２．４ＧＨｚおよび５ＧＨｚの信号は次に、増幅のため
にＰＡ５２０、５２４およびＬＮＡ５２２、５２６に出力されおよびＧＰＳ信号はＧＰＳ
　ＳＡＷ５１０からＬＮＡ５２８に出力される。ＬＮＡ５２２、５２６および５２８はＧ
ＰＳアンテナ５６４とＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈアンテナ５６２近くのプリント基板
５００上に配置され得、および小さい信号を増幅しならびに送信線５３６の挿入損失を克
服するために用いられ得る。２．４ＧＨｚのおよび５ＧＨｚの信号は次にスイッチ５３０
および５３２に出力される。スイッチ５３０および５３２はまたＳＰ２Ｔスイッチを含み
ならびに結合器５３４に送信されるＰＡ５２０、５２４およびＬＮＡ５２２、５２６から
の２．４ＧＨｚおよび５ＧＨｚの信号のいずれかを選択的に切り替えるために用いられ得
る。２．４ＧＨｚ、５ＧＨｚおよびＧＰＳ信号の各々は次に結合器５３４に入力される。
【００５９】
　[0065]結合器５３４はトライプレクサを含み得る。Ｗｉｆｉおよび／またはＢｌｕｅｔ
ｏｏｔｈの２．４ＧＨｚの信号、Ｗｉｆｉの５ＧＨｚの信号およびＧＰＳ信号は、Ｗｉｆ
ｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　ＲＦフロントエンドチップ５１２とＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏ
ｔｈトランシーバ５４０とＷｉｆｉベースバンドプロセッサ５５０を含むＷｉｆｉ／Ｂｌ
ｕｅｔｏｏｔｈモデムの残りの間に接続されたトライプレクサ５３４または他の結合回路
を用い結合され得る。例えば、トライプレクサ５３４は、５ＧＨｚの信号をフィルタリン
グするためのハイパスフィルタ、２．４ＧＨｚの信号をフィルタリングするためのバンド
パスフィルタ、およびＧＰＳ信号をフィルタリングするためのロウパスフィルタを含み得
る。いくつかの観点において、トライプレクサフィルタ５３４はＲＦ送信線５３６をわた
って送信される様々な信号を隔離するのに役に立ち得る。
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【００６０】
　[0066]いくつかの実施例において、Ｗｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　ＲＦフロントエン
ドチップ５１２はＲＦフロントエンド（ＲＦＦＥ）制御インターフェース５６０を用いて
制御され得る。例えば、ＲＦＦＥ制御インターフェース５６０は、共通の制御インターフ
ェースを用いて、ダイプレクサ５０４、トライプレクサ５３４、ＰＡ５２０、５２６、Ｌ
ＮＡ５２２、５２６、５２８、ＳＷＡ５０６、５０８、５１０、スイッチ５１６、５１８
、５３０、５３２およびＳＭＰＳ／ＬＤＯ５１４を制御し得る。共通の制御インターフェ
ースはＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモデムのフロントエンドの複雑さを低減し得る。
【００６１】
　[0067]単一の（The single）ＲＦ送信線５３６がＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモデム
のフロントエンド部分５０２をモバイルデータモデム（ＭＤＭ）５４８、Ｗｉｆｉ／Ｂｌ
ｕｅｔｏｏｔｈモデムの残り、およびＷＡＮベースバンドモデムに接続するために用いら
れ得る。例えば、ＲＦ送信線５３６はプリント基板５００の上部からＭＤＭベースバンド
サーキトリ５４８、Ｗｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモデムの残りおよびＷＡＮモデムが配
置される底部へＷｉＦＩ／ＢｌｕｅｔｏｏｔｈおよびＧＰＳ信号を搬送し得る。いくつか
の観点において、ＲＦ送信線５３６はストリップ線またはマイクロストリップ線を含み得
る。ＲＦ送信線５３６は結合器５３８に入力される。例えば、結合器５３８は、例えば上
述したようなハイパスフィルタ、バンドパスフィルタ、ロウパスフィルタを用いて単一の
ＲＦ送信線５３６を介して送信されたＷｉｆｉ／ＢｌｕｅｔｏｏｔｈおよびＧＰＳ信号を
分離するように構成されたトライプレクサを含み得る。
【００６２】
　[0068]Ｗｉｆｉおよび／またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ信号はトライプレクサ５３８からＷ
ｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　ＲＦモデムの残りの部分に含まれるＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔ
ｏｏｔｈトランシーバ５４０に出力される。Ｗｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈトランシーバ
５４０は、Ｗｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　ＲＦフロントエンドチップ５１２から分離し
た第２のチップ上に含まれ得る。Ｗｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈトランシーバ５４０は、
信号がアンテナ５６２を介して受信されるとき、ＲＦからベースバンドへ受信されたＲＦ
信号をダウンコンバートするように構成されたサーキトリを含む。Ｗｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔ
ｏｏｔｈトランシーバ５４０は、アンテナ５６２を介した信号の送信のために、ベースバ
ンドからＲＦへベースバンド信号をアップコンバートするように構成されたサーキトリを
さらに含む。このサーキトリは１つまたは複数のＬＮＡ、ミキサ、シンセサイザ、フィル
タ、電圧制御発振器（ＶＣＯ）および局部発振器（ＬＯ）分配器（いずれも図示されてい
ない）を含み得る。ベースバンド信号は複素信号配列の同相（Ｉ）および直交成分（Ｑ）
を含む。
【００６３】
　[0069]ＧＰＳ信号はトライプレクサ５３８からＷＡＮトランシーバ５４２に出力される
。ＷＡＮトランシーバ５４２はＧＰＳ信号を処理するためのグローバルナビゲーションサ
ブシステム（ＧＮＳＳ）５４２を含み得る。ＷＡＮトランシーバ５４２は、アンテナ５６
６、５６８およびフロントエンドサーキトリ５４４、５４６を使用するＷＡＮ信号を受信
し得、このことはさらに下記で説明される。ＷＡＮトランシーバ５４２のチップは、アン
テナ５６６および／または５６８を介する受信のためにＲＦからベースバンドに受信され
たＲＦ信号をダウンコンバートするように構成されたサーキトリと、アンテナ５６６およ
び／または５６８を介する送信のためにベースバンドからＲＦにベースバンド信号をアッ
プコンバートするように構成されたサーキトリをも含む。該サーキトリは１つまたは複数
のＬＮＡ、ミキサ、シンセサイザ、フィルタ、電圧制御発振器（ＶＣＯ）および局部発振
器（ＬＯ）分配器（いずれも図示されていない）を含み得る。
【００６４】
　[0070]モバイルデータモデム（ＭＤＭ）５４８は、様々なデジタルベースバンドサーキ
トリを一体化するために用いられ得、およびＷｉｆｉベースバンドプロセッサ５５０、干
渉除去サーキトリ５５２およびＷＡＮベースバンドプロセッサ５５４を含む。アプリケー
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ションプロセッサ（ＡＰ）５５８はモバイルデバイスの様々なアプリケーションを実施す
るように用いられ得る。いくつかの観点において、モバイル局モデム（ＭＳＭ）は、ＡＰ
と共にＭＤＭサーキトリを同じダイまたはチップ上に一体化するプリント基板５００上に
含まれ得る。例えば、ＭＳＭは、モデム、マイクロプロセッサ、グラフィックスなどのチ
ップの様々な構成部品の機能を一体化するために用いられるチップ上システム（system o
n chip）（ＳＯＣ）であり得る。ＭＤＭ電力管理集積回路（ＰＭＩＣ）５５６は、アクセ
ス端末１０６のバッテリ寿命を最長にするために様々な電力管理機能を実施するために提
供され得る。
【００６５】
　[0071]上述されたように、Ｗｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈトランシーバ５４０は、２．
４ＧＨｚのＷｉｆｉおよび／またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ信号および５ＧＨｚのＷｉｆｉ信
号を受信し得、ならびにＭＤＭ５４８に含まれたＷｉｆｉベースバンドプロセッサ５５０
によって処理するために信号の各々をベースバンド信号に変換し得る。Ｗｉｆｉベースバ
ンドプロセッサ５５０は、当業者によって周知の方法を用いてモデム処理を実行するチッ
プ（例えばＣＭＯＳチップ）を含み得る。
【００６６】
　[0072]ＷＡＮトランシーバ５４２はＧＮＳＳによって処理するためのＧＰＳ信号を受信
し得る。ＷＡＮトランシーバ５４２はまた、アンテナ５６６、５６８およびフロントエン
ドサーキトリ５４４、５４６を用いてＷＡＮ信号を受信し得る。１次ＲＦフロントエンド
（ＦＥ）サーキトリ５４６は、受信されたＷＡＮ信号を１次アンテナ５６８からＷＡＮト
ランシーバ５４２に誘導するために用いられる。受信ダイバーシティ（ＲｘＤｉｖ）ＦＥ
サーキトリ５４４は、受信されたＷＡＮ信号をダイバーシティアンテナ５６６からＷＡＮ
トランシーバ５４２に送信するために用いられる。ＷＡＮトランシーバ５４２は、ＭＤＭ
５４８に含まれたＷＡＮベースバンドプロセッサ５５４によって処理するために信号の各
々をベースバンド信号に変換し得る。ＷＡＮベースバンドプロセッサ５５４は当業者によ
って周知の方法を用いてモデム処理を行うチップ（例えばＣＭＯＳチップ）を含み得る。
【００６７】
　[0073]上述されたように、いくつかのＷｉｆｉ信号はＷＡＮ信号と干渉し得またはいく
つかのＷＡＮ信号はＷｉｆｉ信号と干渉し得る。干渉を緩和するために、基盤５００はま
た干渉除去サーキトリ５５２を含みえる。例えば、干渉除去サーキトリ５５２は非線形干
渉除去（ＮＬＩＣ）サーキトリを含み得る。干渉除去サーキトリ５５２はＷｉｆｉ／Ｂｌ
ｕｅｔｏｏｔｈおよびＷＡＮモデムの間の干渉を除去するために用いられ得る。例えば、
干渉除去サーキトリ５５２は受信されたＷＡＮ信号上にある可能性のある任意の送信Ｗｉ
ｆｉ干渉を取り除き得る。別の例において、干渉除去サーキトリ５５２は、受信されたＷ
ｉｆｉ信号上にある可能性のある任意の送信ＷＡＮ信号干渉を取り除き得る。ＷＡＮとＷ
ｉｆｉのサンプルの両方がＭＤＭベースバンドサーキトリ内で使用可能であり、および、
ひいては、お互いから取り除かれ得るため、干渉除去サーキトリ５５２はノイズ除去を行
うことが可能である。
【００６８】
　[0074]いくつかの実施例において、Ｗｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈトランシーバ５４０
、ＷＡＮトランシーバ５４２、ＲＸＤｉｖ　ＦＥサーキトリ５４４、１次ＲＦ　ＦＥ５４
６、ＭＤＭ５４８、ＡＰ５５８、および／またはＭＤＭ　ＰＭＩＣ５５６のうちのいずれ
かが単一チップ上に配置され得る。いくつかの観点において、Ｗｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏ
ｔｈトランシーバ５４０、ＷＡＮトランシーバ５４２、ＲＸＤｉｖ　ＦＥサーキトリ５４
４、１次ＲＦ　ＦＥ５４６、ＭＤＭ５４８、ＡＰ５５８およびＭＤＭ　ＰＭＩＣ５５６の
うちの各々は別個のチップ上に配置され得るか、またはプリント基板５００上のディスク
リート構成部品であり得る。当業者は、これらの構成部品の任意の組合せが１つまたは複
数のチップ上で結合され得ることを理解するだろう。
【００６９】
　[0075]したがって、プリント基板５００は、Ｗｉｆｉ／ＢｌｕｅｔｏｏｔｈモデムとＷ
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ＡＮモデムが部分的に同じダイまたはチップ上に一体化され得るように設計され得る。一
体化は、Ｗｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモデムの残りからＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ
モデムのＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　ＲＦフロントエンド部分５０２を物理的に分離
することによって行われ、それらはＷＡＮモデムサーキトリと同じダイまたはチップ上に
一体化され得る。例えば、Ｗｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　ＲＦフロントエンド部分５０
２はＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　ＲＦフロントエンドチップ５１２およびＭＤＭ５４
８に配置されたＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈトランシーバ５４０とＷｉｆｉベースバン
ドプロセッサから分離された上述された様々な他の構成部品を含む。Ｗｉｆｉ／Ｂｌｕｅ
ｔｏｏｔｈモデムの残りからフロントエンド部分５０２を分離することは、性能を低下さ
せるまたは複雑なサーキトリを導入することなく、およびモデムの一体化が原因で生じる
上記で論じられた問題を持つこともなくＷＡＮモデムとＷｉｆｉモデムの一体化および共
存を可能にする。例えば、フロントエンド部分５０２は、Ｗｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ
モデムの残りの部分およびＷＡＮモデムへの単一ＲＦ送信線５３６を介した送信のための
信号を受信および分析し得る。基盤５００の構成は、ベースバンドサーキトリ５５０とＭ
ＤＭ５４８近くに配置されたＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈトランシーバ５４０のおかげ
で複素信号配列の同相（Ｉ）および直交成分（Ｑ）を含むアナログベースバンドの受信お
よび送信信号のルーティングを必要としない。送信線５３６はアプリケーションプロセッ
サ（ＡＰ）サブシステム４１２を通ってルーティングされず、それは基盤５００の複雑さ
をさらに低減させる。
【００７０】
　[0076]図６は、いくつかの実施例にしたがった無線通信装置によって実施される例示的
な方法６００の実施の流れ図である。方法６００は、例えば、アクセス端末１０６として
実装される無線通信装置に実施され得る。方法６００はアクセス端末１０６の要素に関し
て下記で説明されるが、当業者は、他の構成部品がここに記載された１つまたは複数のブ
ロックを実施するために用いられ得ることを理解するだろう。
【００７１】
　[0077]ブロック６０２において、方法６００は無線ローカルエリアネットワークモデム
で複数の信号を受信しおよび第１のチップ上に含まれる無線ローカルエリアネットワーク
モデムの第１の部分を用いて複数の信号を処理することによって開始する。１つの実施例
において、図５に示されたように、無線ローカルエリアネットワークモデムはＷｉｆｉ／
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモデムを含み得、第１の部分はＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　ＲＦ
フロントエンド部分５０２を含み得、およびチップはＲＦフロントエンドチップ５１２を
含み得る。いくつかの実施例において、無線ローカルエリアネットワークモデムの第１の
部分は、アンテナ、電力増幅器、表面弾性波フィルタおよび低ノイズ増幅器のうちの少な
くとも１つを含む。例えば、図５を参照して上で説明したとおり、アンテナ５６２および
５６４は２．４ＧＨｚのＷｉｆｉおよび／またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ信号および５ＧＨｚ
のＷｉｆｉ信号のようなフロントエンド部分５０２によって処理するための様々な信号を
受信し得、およびアンテナ５６４はＧＰＳ信号を受信し得る。受信信号は、信号をフィル
タリングしおよびいずれの望ましくない干渉周波数なしにフロントエンドチップ５１２に
適切な信号を出力するように構成されたダイプレクサ５０４を用いて分割されおよびＳＡ
Ｗ５０６、５０８および５１０に出力され得る。いくつかの実施例において、第１の部分
はまた、第１の部分から結合回路（例えば結合器５３４）まで送信される信号（例えば２
．４ＧＨｚおよび５ＧＨｚ）のうちのいずれかを選択的に切り替えるために用いられる１
つまたは複数のスイッチを含み得る。
【００７２】
　[0078]ブロック６０４において方法は、無線ローカルエリアネットワークモデムの第１
の部分を用いて処理された複数の信号を結合することによって継続する。いくつかの実施
例において、第１のチップは、無線ローカルエリアネットワークモデムの第１の部分を用
いて処理された複数の信号を結合するように構成された結合回路を含む。例えば、結合回
路は、Ｗｉｆｉおよび／またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈの２．４ＧＨｚの信号、Ｗｉｆｉの５
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ＧＨｚの信号およびＧＰＳ信号を結合するために用いられるトライプレクサ５３４を含み
得る。いくつかの実施例において、結合回路は複数の信号を個々の周波数にフィルタリン
グし得る。例えば、結合回路は、５ＧＨｚの信号をフィルタリングするためのハイパスフ
ィルタ、２．４ＧＨｚの信号をフィルタリングするためのバンドパスフィルタ、およびＧ
ＰＳ信号をフィルタリングするためのロウパスフィルタを含み得る。いくつかの実施例に
おいて、結合回路は、ＲＦ送信線５３６をわたって送信される様々な信号を絶縁するのに
役立ち得る。いくつかの実施例において、例えば２つの信号だけが受信される場合、結合
回路はダイプレクサを含む。
【００７３】
　[0079]ブロック６０６において、方法は、無線ローカルエリアネットワークモデムの第
２の部分を含む第２のチップに送信線を介して結合された複数の信号のうちの少なくとも
１つを送信することを含む。いくつかの実施例において、第２の部分は、フロントエンド
部分５０２および／またはＭＤＭのＷｉｆｉ部分以外に別個のチップ上に配置されたＷｉ
ｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈトランシーバ５４０を含む。結合された複数の信号のうちの少
なくとも１つは、Ｗｉｆｉおよび／またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ信号を含み得る。無線ロー
カルエリアネットワークモデムの第２の部分は、アンテナを介してＲＦから受信用ベース
バンドへ受信されたＲＦ信号をダウンコンバートするように構成されたサーキトリとアン
テナを介してベースバンドから送信用のＲＦへベースバンド信号をアップコンバートする
ように構成されたサーキトリをも含み得る。例えば、いくつかの実施例において、無線ロ
ーカルエリアネットワークモデムの第２の部分は、低ノイズ増幅器、ミキサ、シンセサイ
ザ、フィルタ、電圧制御発振器および局部発振器分配器のうち少なくとも１つを含む。
【００７４】
　[0080]ブロック６０８において、方法は、広域ネットワークモデムに送信線を介して結
合された複数の信号のうちの少なくとも第２の１つを送信することによって継続する。い
くつかの実施例において、広域ネットワークモデムは、ＷＡＮトランシーバ５４２、アン
テナ５４４、５４６およびＭＤＭ５４８のＷＡＮ部分を含むＷＡＮモデムを含む。例えば
、結合された複数の信号の第２の１つは、ＷＡＮトランシーバ５４２のＧＮＳＳ部分によ
って処理され得るＧＰＳ信号を含み得る。例えば、ＷＡＮトランシーバ５４２は、ＧＮＳ
Ｓによって処理するためのＧＰＳ信号を含み得る。いくつかの実施例において、方法は広
域ネットワークモデムにおいて１つまたは複数のＷＡＮ信号を受信することをさらに含み
える。例えば、ＷＡＮトランシーバ５４２は、上で説明した通り、アンテナ５６６、５６
８とフロントエンドサーキトリ５４４、５４６を用いてＷＡＮ信号を受信し得る。ＷＡＮ
トランシーバ５４２は、ＭＤＭ５４８に含まれたＷＡＮベースバンドプロセッサ５５４に
よって処理するためのベースバンド信号に信号の各々を変換し得る。
【００７５】
　[0081]ブロック６１０において、方法は、無線ローカルエリアネットワークモデムおよ
び広域ネットワークモデムの間の干渉を除去することをさらに含む。いくつかの実施例に
おいて、データモデムは、無線ローカルエリアネットワークモデムおよび広域ネットワー
クモデムの間の干渉を除去するように構成され、該データモデムは無線ローカルエリアネ
ットワークベースバンドプロセッサおよび広域ネットワークベースバンドプロセッサを含
む。例えば、予めここで説明されたように、Ｗｉｆｉ信号は受信されたＷＡＮ信号と干渉
し得、またはＷＡＮ信号は、受信されたＷｉｆｉ信号と干渉し得る。干渉除去サーキトリ
５５２はこの干渉を緩和するために用いられ得る。例えば、干渉除去サーキトリ５５２は
、受信されたＷＡＮ信号上にあり得る任意の送信Ｗｉｆｉ干渉を取り除くか、および／ま
たは受信されたＷｉｆｉ信号上にあり得る任意の送信ＷＡＮ信号干渉を取り除くことによ
ってＷｉｆｉ／ＢｌｕｅｔｏｏｔｈおよびＷＡＮモデムの間の干渉を除去し得る。
【００７６】
　[0082]図７は、いくつかの実施例にしたがった無線通信システム１００内で用いられ得
る例示的な無線通信装置７００の機能ブロック図である。当業者は、無線通信デバイス７
００が図３および／または５に示された１つまたは複数の構成部品のいずれかのようなよ
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り多くの構成部品を有し得ることを理解するだろう。図示された無線通信デバイス７００
は、特定の実施例のいくつかの主要な特徴を説明するために有益なそれらの構成部品のみ
を含む。
【００７７】
　[0083]デバイス７００は、フロントエンドＷＬＡＮサーキトリ７１０を含む。いくつか
の実施例において、フロントエンドＷＬＡＮサーキトリ７１０はＷＬＡＮモデムの第１の
部分を含みかつ第１のチップにふくまれ得る。例えば、フロントエンドＷＬＡＮサーキト
リ７１０は、図５を参照して上で説明されたＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　ＲＦフロン
トエンド部分５０２を含み得る。ＷＬＡＮサーキトリ７１０は受信ユニット７０２および
送信ユニット７０４を含む。いくつかの場合において、受信するための手段は受信ユニッ
ト７０２を含み得る。いくつかの実施例において、受信ユニット７０２は単一の受信回路
または第１の受信回路を含む複数の受信回路を含み得る。例えば、受信回路または複数の
受信回路は受信回路３４０ａ、３４０ｂから３４０ｎのうちの１つまたは複数含み得る。
別の例において、受信ユニット７０２は、Ｗｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈアンテナ５６２
、ＧＰＳアンテナ５６４、ダイプレクサ５０４、１つまたは複数のＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ表面弾性波フィルタ（ＳＡＷ）５０６、５０８（例えば２．４ＧＨｚのＳＡＷお
よび５ＧＨｚのＳＡＷ）、ＧＰＳ　ＳＡＷ５１０、電力増幅器（ＰＡ）５２０、５２４、
低ノイズ増幅器（ＬＮＡ）５２２、５２６、５２８、スイッチ５１６、５１８、５３０、
５３２（例えば単極双投（ＳＰ２Ｔ）スイッチ）および結合器５３４（例えばトライプレ
クサ）のような図５に示されたフロントエンド部分５０２の構成部品のうちの１つまたは
複数を含み得る。受信ユニット７０２は、図６のブロック６０２にを参照して上で説明さ
れた機能のうちの１つまたは複数を単独であるいはデバイス７００の他の構成部品と組合
せて実行するように構成され得る。例えば、受信ユニット７０２は、少なくとも無線ロー
カルエリアネットワークモデムにおいて複数の信号を受信するように構成され得、および
第１のチップ上に含まれる無線ローカルエリアネットワークモデムの第１の部分を用いて
複数の信号を処理する。
【００７８】
　[0084]デバイス７００は、送信ユニット７０４をさらに含む。いくつかの場合において
、送信するための手段は送信ユニット７０４を含み得る。いくつかの実施例において、送
信ユニット７０４は送信回路３３０ａ、３３０ｂから３３０ｎのような複数の送信回路を
含み得る。別の例において、送信ユニット７０２は、Ｗｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈアン
テナ５６２、ＧＰＳアンテナ５６４、ダイプレクサ５０４、１つまたは複数のＷｉｆｉ／
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ表面弾性波フィルタ（ＳＡＷ）５０６、５０８（例えば２．４ＧＨｚ
のＳＡＷおよび５ＧＨｚのＳＡＷ）、ＧＰＳ　ＳＡＷ５１０、電力増幅器（ＰＡ）５２０
、５２４、低ノイズ増幅器（ＬＮＡ）５２２、５２６、５２８、スイッチ５１６、５１８
、５３０、５３２（例えば単極双投（ＳＰ２Ｔ）スイッチ）および結合器５３４（例えば
トライプレクサ）のような図５に示されたフロントエンド部分５０２の１つまたは複数の
構成部品を含み得る。これらの構成部品は、送信されたＷＬＡＮ信号を処理するために用
いられ得る。
【００７９】
　[0085]デバイス７００は結合ユニット７０６をさらに含む。例えば、結合ユニット７０
６はトライプレクサのような結合器５３４を含み得る。いくつかの場合において、結合す
るための手段は結合ユニット７０６を含み得る。例えば、結合ユニット７０６は、ＷＬＡ
Ｎモデムの第１の部分を含むフロントエンドＷＬＡＮサーキトリ７１０を用いて処理され
た複数の信号を結合するための手段として構成され得る。いくつかの実施例において、結
合ユニット７０６は図６のブロック６０４を参照して上で説明された１つまたは複数の機
能を実行するように構成され得る。
【００８０】
　[0086]デバイス７００は、バックエンドＷＬＡＮサーキトリ７１０およびＷＡＮサーキ
トリ７１２をさらに含む。いくつかの実施例において、バックエンドＷＬＡＮサーキトリ
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７１０は、フロントエンドＷＬＡＮサーキトリ７１０ではなく別個のチップ上に配置され
得、およびＷｉｆｉ／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈトランシーバ５４０および／またはＭＤＭ５４
８のＷｉｆｉ部分を含み得る。いくつかの実施例において、ＷＡＮサーキトリ７１２はＷ
ＡＮモデムの一部であり得およびＷＡＮトランシーバ５４２、アンテナ５４４、５４６お
よびＭＤＭ５４８のＷＡＮ部分を含み得る。いくつかの場合において、送信するための手
段はまた結合ユニット７０６を含み得る。例えば、結合ユニット７０６は、ＷＬＡＮモデ
ムの第２の部分を含むバックエンドＷＬＡＮサーキトリ７１０を含む第２のチップへ結合
された複数の信号のうちの少なくとも１つを送信するための手段として、およびＷＡＮサ
ーキトリ７１２へ結合された複数の信号のうちの少なくとも第２の１つを送信するための
手段として構成され得る。いくつかの実施例において、結合ユニット７０６は、図６のブ
ロック６０６および６０８を参照して上で説明された機能のうちの１つまたは複数を実行
するように構成され得る。
【００８１】
　[0087]デバイス７００は、干渉除去ユニット７１４をさらに含みえる。いくつかの実施
例において、干渉除去ユニット７１４は、非線形干渉除去（ＮＬＩＣ）回路のような図５
に示された干渉除去サーキトリ５５２を含み得る。除去するための手段は干渉除去ユニッ
ト７１４を含み得る。例えば、干渉除去ユニット７１４は、ＷＬＡＮモデムおよびＷＡＮ
モデム間の干渉を除去するための手段として構成され得る。いくつかの実施例において、
干渉除去ユニット７１４は、図６のブロック６１０を参照して上で説明された機能のうち
の１つまたは複数を実行するように構成され得る。
【００８２】
　[0088]ソフトウェアに実装される場合、機能はコンピュータ－可読媒体上に１つまたは
複数の命令またはコードとして格納または送信され得る。ここで開示された方法またはア
ルゴリズムのステップはコンピュータ－可読媒体上に備わり得るプロセッサで実行可能な
ソフトウェアモジュールに実装され得る。コンピュータ可読媒体は、コンピュータ記憶媒
体と、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムを転送することを可能にする任
意の媒体を含む通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされ
得る任意の入手可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、こういったコンピュータ
可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光学ディスク記憶
装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、または命令またはデータ構造
の形式で所望のプログラムコードを記憶するために用いられ得およびコンピュータによっ
てアクセスされ得る任意の他の媒体を含み得る。同様に、任意の接続は適宜コンピュータ
可読媒体と称される。ここで用いられたようなディスク（ｄｉｓｋ）およびディスク（ｄ
ｉｓｃ）は、コンパクトディスク（ｄｉｓｃ）（ＣＤ）、光学ディスク（ｄｉｓｃ）、デ
ジタル多用途ディスク（ｄｉｓｃ）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（ｄｉ
ｓｋ）、およびＢｌｕｅ－ｒａｙディスク（ｄｉｓｃ）を含み、そこにおいて、ディスク
（ｄｉｓｋ）が通常データを磁気的に再生する一方で、ディスク（ｄｉｓｃ）はレーザを
用いて光学的にデータを再生する。上記の組み合わせはまた、コンピュータ可読媒体の範
囲に含まれるべきである。さらに、方法またはアルゴリズムのステップの動作は、機械可
読媒体およびコンピュータ可読媒体上のコードおよび命令のうちの１つまたは任意の組み
合わせまたはセットとして存在し得、それらはコンピュータプログラム製品に一体化され
得る。
【００８３】
　[0089]また、「第１」および「第２」などの指示語を用いたここでの要素への言及は、
一般的にそれらの要素の量または順序を限定するものではないことが理解されるべきであ
る。むしろ、これらの指示語は、２つ以上の要素の間の相違を示す便利な方法またはある
要素の例としてここで用いられる。したがって、第１および第２の要素への言及は、たっ
た２つの要素がそこで用いられ得ること、または第１の要素がいくつかの方法において第
２の要素に先行しなくてはならないことを意味するものではない。また、特に指定の無い
限り、要素のセットは、１つまたは複数の要素を含み得る。
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【００８４】
　[0090]当業者は、情報および信号が様々な異なる技術および技法のいずれかを用いて表
され得ることを理解するはずである。例えば、上記の説明を通じて言及され得るデータ、
命令、コマンド、情報、信号、ビット、記号、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁
場または磁性粒子、光場または工学粒子またはそれらの任意の組合せによって表され得る
。
【００８５】
　[0091]当業者は、ここに開示された観点に関連して説明された様々な例示的な論理ブロ
ック、モジュール、プロセッサ、手段、回路、およびアルゴリズムステップが、電子機器
（例えば、ソースコード化またはいくつかの他の技術を用いて設計され得るデジタルイン
プリメンテーション、アナログインプリメンテーション、またはその２つの組合せ）、（
便宜的にここで「ソフトウェア」または「ソフトウェアモジュール」と称され得る）命令
を組み込むプログラムまたは設計コードの様々な形式または両方の組み合わせとして実装
され得ることをさらに評価するであろう。ハードウェアとソフトウェアのこの互換性を明
示的に示すために、様々な例示的な構成部品、ブロック、モジュール、回路、およびステ
ップが、一般的に、それらの機能の点から上で説明されてきた。こういった機能が、ハー
ドウェアまたはソフトウェアとして実装されるかどうかは、特定のアプリケーションおよ
び全体のシステムに課せられた設計の制限に依存する。当業者は、各特定のアプリケーシ
ョンについて、様々な方法で説明された機能を実施し得るが、こういった実施の決定が本
開示の範囲から逸脱をもたらすと解釈されるべきではない。
【００８６】
　[0092]ここでおよび図１－１５を参照して開示された観点に関連して説明された様々な
例示的な論理ブロック、モジュール、および回路は、集積回路（ＩＣ）、アクセス端末、
またはアクセスポイント内に実装されるか、またはそれらによって実行され得る。ＩＣは
、ここで説明された機能を実行するように設計された汎用プロセッサ、デジタル信号プロ
セッサ（ＤＳＰ）、アプリケーション特定集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールド・プログラ
マブル・ゲイト・アレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラム可能な論理デバイス、ディス
クリート・ゲートまたはトランジスタ論理、ディスクリート・ハードウェア・構成要素、
電気部品、光学部品、機械部品、またはそれらの任意の組合せを含んでも良くおよびＩＣ
内、ＩＣの外部、またはその両方に存在するコードまたは命令を実行し得る。論理ブロッ
ク、モジュールおよび回路は、ネットワーク内またはデバイス内の様々な構成部品と通信
するアンテナおよび／またはトランシーバを含み得る。汎用プロセッサは、マイクロプロ
セッサであり得るが、代替として、プロセッサは、従来のプロセッサ、コントローラ、マ
イクロコントローラ、またはステートマシーンのいずれかであり得る。プロセッサはまた
、コンピューティングデバイス、例えばＤＳＰとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマ
イクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連結する１つまた複数のマイクロプロセッサ、またはい
ずれ他のこういった構成、の組み合わせとして実装され得る。モジュールの機能は、ここ
で教示されたようにいくつかの他の方法で実施され得る。ここに記載された相関関係（例
えば添付の図面のうちの１つまたは複数に関して）は、いくつかの観点において添付の請
求項内で同様に設計された相関関係「のための手段」に対応し得る
　[0093]任意の開示された行程におけるステップの特定の順序または階層は、サンプルア
プロ－チの例であることが理解される。設計の好みに基づいて、処理におけるステップの
特定の順序または階層が、本開示の範囲内に残存する限り再構成され得ることが理解され
る。添付の方法の請求項は、サンプルの順序における種々のステップの現在の要素を提示
しており、および提示された特定の順序または階層に限定されることを意味するものでは
ない。
【００８７】
　[0094]この開示において説明された実施例に対する種々の変更は、当業者にとって容易
に明らかであり、およびここで定義された一般的な原則は、本発明の精神または範囲から
逸脱することなく他の実施例に適用され得る。したがって、本開示は、ここに示された実
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よび新規事項に一致する最も広い範囲に一致するはずである。用語「例示的」は、「例、
実例、または図解としての役割を果たすことを」を意味するためにここで独占的に用いら
れる。「例示的な」とここに記載された任意の実施例は、他の実施例よりも好適あるいは
利点があると必ずしも解釈されるべきではない。
【００８８】
　[0095]個々の実施例の文脈で、この明細書で説明されたある特徴はまた、単一の実施例
において組み合わせて実施され得る。反対に、単一の実施例の文脈で説明された様々な特
徴はまた、複数の実施例において別々にまたは部分的に組み合わせて実施され得る。さら
に、特徴はある組み合わせで動作すると上で説明され得、および請求された組み合わせか
らの１つまたは複数の特徴のような最初に請求された組合せがいくつかの場合において該
組み合わせから削除され得るとしても、請求された組み合わせは部分的組み合わせまたは
部分的組み合わせのバリエーションを指向し得る。
【００８９】
　[0096]同様に、動作は特定の順番で図面に示されているが、このことが、こういった動
作が図示された特定の順番または時系列順で行われる、あるいは全ての例示された動作が
所望の結果を実現するように行われることを要求していると理解されるべきではない。あ
る環境において、マルチタスクおよび並列処理は有益である。さらに、上で説明された実
施例における様々なシステム構成部品の分類は、全ての実施例においてこういった分類を
要されると理解されるべきではなく、および記載されたプログラム構成部品およびシステ
ムは一般的に単一ソフトウェアプロダクト共に組み込まれるか、または複数のソフトウェ
アプロダクトに梱包される得ることが理解されるべきである。さらに、他の実施例は下記
の請求項の範囲内である。いくつかの場合において、請求項内に列挙された動作は異なる
順序で行われ得、やはり所望の結果を実現する。

【図１】 【図２】
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